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〜その一歩に、地域の支えを〜

特集  Special Feature



保護司

立
ち
直
り
に
は
本
人
の
努
力
だ

け
で
な
く
、
不
可
欠
な
の
が
地
域

の
支
え
。
そ
の
役
割
を
担
う
の
が

保
護
司
で
す
。

保
護
司
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
も
、罪 

を
償
っ
た
後
は
地
域
社
会
で
生
活

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

上
で
、
地
域
の
事
情
に
詳
し
い
保

護
司
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

と
話
す
の
は
、
主
任
保
護
観
察
官

の
瀬
戸
山
貴
子
さ
ん（
58
）で
す
。

「
保
護
観
察
を
受
け
る
人
が
立

ち
直
る
に
は
、
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
重
要
で
す
。
社
会
的
孤

立
や
孤
独
が
再
犯
に
つ
な
が
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の

中
に
居
場
所
を
持
て
る
か
が
更
生

の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

過
去
を
知
っ
た
上
で
支
え
て
く
れ

る
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
は
、
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
大

き
な
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
」
と

瀬
戸
山
さ
ん
は
続
け
ま
す
。
地
域

に
戻
っ
た
後
に
よ
り
ど
こ
ろ
が
見

つ
か
ら
ず
、
再
犯
を
繰
り
返
し
て

刑
務
所
に
戻
る
人
も
お
り
、
令
和

７
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、
刑

法
犯
で
検
挙
さ
れ
た
人
の
う
ち
、

再
犯
者
が
占
め
る
割
合
は
46
・
２

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
経
験
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
て
、
保
護
観
察
を
受
け

る
人
の
支
援
を
行
う
保
護
司
。
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
を
促
し
た
り
、
母
子
支
援
に
つ

な
が
り
の
あ
る
保
護
司
は
粉
ミ
ル

ク
支
給
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
た

り
、
そ
の
支
援
の
形
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
う
し
た
支
援
は
、
そ
の

地
域
で
暮
ら
す
保
護
司
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
役
割
で
す
。

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題

令
和
８
年
１
月
現
在
、
全
国
の

保
護
司
は
約
４
万
５
千
人
で
、
総

人
口
で
見
る
と
人
口
１
万
人
に
わ

ず
か
３
人
ほ
ど
の
割
合
で
す
。
こ

う
し
た
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な

ど
が
全
国
的
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
働
く
期

間
の
長
期
化
な
ど
時
間
的
余
裕
の

少
な
さ
や
、
活
動
へ
の
不
安
感
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

改
正
さ
れ
た
保
護
司
法
で
は
、
面

接
場
所
の
確
保
な
ど
、
保
護
司
の

安
全
確
保
に
向
け
た
国
の
責
務
が

明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
観
察

を
受
け
る
人
を
複
数
の
保
護
司
で

担
当
す
る
体
制
や
研
修
制
度
の
充

実
な
ど
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。

「
保
護
司
は
特
別
な
人
だ
け
が

担
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

齢
や
職
業
に
関
わ
ら
ず
活
動
で
き
、

県
内
に
は
20
代
の
保
護
司
も
い
ま

す
。
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
な

く
て
も
、
研
修
を
受
け
な
が
ら
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
瀬

戸
山
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
社
会
へ

Ａ
Ｉ
の
進
歩
な
ど
で
、
人
と
の

関
わ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
現
代
社
会
。
一
方
で
、
人
の

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う
存

在
の
大
切
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
生
身
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
届

け
ら
れ
る
、
血
の
通
っ
た
温
か
い

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

人
を
支
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
」

と
瀬
戸
山
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

保
護
司
の
活
動
は
、
人
と
地
域

を
つ
な
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
社
会

を
支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。 保護司とは犯罪や非行をした人に寄り添い、

立ち直りを地域とともに支えるボランティアです。
７月の“社会を明るくする運動”強調月間に合わせ、
保護司の役割や活動に携わる人々の思いを紹介します。

〜その一歩に、地域の支えを〜

法務省鹿児島保護観察所
主任保護観察官
瀬戸山 貴子さん（58）

処遇活動の中核は「保護観察」です。保護観察は、犯罪
や非行をして保護観察を受ける人と月に２~３回程度
面接をし、相談に乗ったり、約束事を守るように指導
したりします。保護観察は、犯罪者処遇の専門家で、
国の職員である「保護観察官」と、地域のボランティ
アである「保護司」が二人三脚で行っています。

犯罪や非行のない地域社会を築くため、毎年７月を強
調月間として、“社会を明るくする運動”を行っていま
す。同運動で住民向けの啓発イベントを開くなど、さ
まざまな広報活動に積極的に取り組んでいます。また、
学校と連携した青少年の孤立を防ぐ活動なども行って
います。

処遇活動 地域活動

保護司は、保護観察を受ける人の立ち直りを支援する「処遇活動」と、地域の人たちに立ち
直り支援への理解と協力を求める「地域活動」の二つの活動を主に行っています。保護司の活動内容

姶良保護区保護司現員数と充足率の推移

の
しごと

更生保護のマスコットキャラクター
更生ペンギンホゴちゃんの
鹿児島バージョン：ホゴどん

（鹿児島版「つん」も一緒）
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※ B
ビッグ
ig B

ブ ラ ザ ー ズ
rothers and S

シ ス タ ー ズ
istersの略称。さまざまな問題を抱える少年少女と、兄や姉のように接しながら、問題解決や健全な成長を支援する青年ボランティア団体。

※
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保
護
観
察
を
受
け
る
人
の
立
ち

直
り
を
支
え
る
保
護
司
。
そ
の
活

動
に
携
わ
る
人
は
ど
ん
な
思
い
で

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

地
域
へ
の
思
い
が
原
点

「
保
護
司
に
な
ろ
う
と
決
め
た

時
、迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
話
す
の
は
、
令
和
４
年
10
月
か

ら
保
護
司
と
し
て
活
動
す
る
小
川

卓
也
さ
ん（
54
）で
す
。

福
祉
の
業
務
に
携
わ
り
、
以
前

か
ら
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
保

護
観
察
を
受
け
る
人
と
関
わ
っ
て

き
た
小
川
さ
ん
。
近
隣
の
保
護
司

の
退
任
が
き
っ
か
け
で
、
後
任
へ

の
推
薦
が
あ
り
、
そ
の
役
目
を
引

き
受
け
ま
し
た
。「
保
護
司
活
動

へ
の
不
安
よ
り
も
、
地
域
貢
献
へ

の
思
い
が
先
に
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
仕
事
を
続
け

な
が
ら
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
と

い
う
心
配
は
あ
り
ま
し
た
。
途
中

で
投
げ
出
す
こ
と
は
し
た
く
な
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

信
頼
関
係
を
築
く
喜
び

保
護
司
は
行
政
な
ど
と
関
わ
り

が
あ
る
人
が
す
る
も
の
と
い
う
、

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
小
川
さ
ん

は「
保
護
司
に
、
向
き
不
向
き
は

な
い
と
実
際
に
活
動
し
て
み
て
感

じ
ま
し
た
」と
力
を
込
め
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
小
川
さ
ん
は
、
保

護
観
察
官
に
面
接
方
法
の
相
談
や

面
接
へ
実
際
に
同
席
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
経
験
を
重
ね
ま
し
た
。

「
保
護
観
察
官
の
お
か
げ
で
、
保

護
司
の
活
動
を
困
難
に
感
じ
た
こ

と
は
な
い
で
す
ね
。
保
護
司
の
大

切
な
役
割
の
一
つ
は
、
保
護
観
察

を
受
け
る
人
と
話
す
こ
と
。
そ
こ

に
特
別
な
知
識
や
経
験
は
要
り
ま

せ
ん
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

そ
ん
な
小
川
さ
ん
が
保
護
司
と

し
て
心
が
け
て
い
る
の
は
、
保
護

観
察
を
受
け
る
人
と
の
距
離
感
で

す
。「
近
す
ぎ
て
も
遠
す
ぎ
て
も

自
立
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
頼
ら

れ
る
こ
と
と
見
守
る
こ
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
意
識
し
て
い
ま
す
」
と
自

身
の
考
え
を
示
し
ま
す
。「
相
手

と
信
頼
関
係
が
築
け
た
と
感
じ
る

瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
口
数
が
増
え

た
り
、
面
接
の
時
間
を
守
っ
て
く

れ
た
り
と
小
さ
な
事
で
す
が
、
そ

ん
な
変
化
の
中
に
心
を
通
わ
せ
ら

れ
た
喜
び
を
感
じ
ま
す
」
と
ほ
ほ

笑
む
小
川
さ
ん
。
保
護
観
察
を
受

け
る
人
と
接
し
て
得
ら
れ
る
喜
び

が
、
こ
の
活
動
を
支
え
る
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
社
会
の
理
解

「
若
い
人
に
こ
そ
保
護
司
の
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
保
護
観
察

を
受
け
る
人
に
は
若
者
も
多
く
い

ま
す
。
年
齢
が
近
い
か
ら
こ
そ
気

持
ち
を
理
解
で
き
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
る
小

川
さ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
働
き

な
が
ら
活
動
で
き
る
社
会
全
体
の

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

「
企
業
な
ど
の
理
解
が
広
が
り
、

仕
事
と
保
護
司
の
活
動
を
両
立

で
き
る
仕
組
み
が
整
う
こ
と
で
、

も
っ
と
多
く
の
人
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

■

保
護
司
は
特
別
な
人
が
担
う
活

動
で
は
な
く
、
誰
か
の
力
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
人
に
開

か
れ
た
活
動
で
す
。地
域
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
た
め
に
、
保
護
司

と
い
う
活
動
に
目
を
向
け
て
み
ま

せ
ん
か
。 

保 護司の活動を、13年間続けています。面接は
月２回、１回当たり30分程度。その中でじっく

りと話を聞いて、保護観察を受ける人の思いを感じ取
るようにしています。保護司に大切なのは、相手を叱っ
たり説教したりしないこと。面接を始めた当初は、時
間を守られなかったり、暴言を吐かれたりすることも
ありましたが、根気強く接していけば相手も次第に打
ち解けてくれます。話してくれる相手を尊重して、お互
い本音で笑い合う時間が大好きです。私の人生経験
も交えながら話すことで自身を見つめ直したり、人生
の岐路に立った時、その選択肢が広がったりしてくれ
るとうれしいですね。この面接が、相手にとって実り
あるものになることを願っています。

中元さんは、どんな話も聞いてくれる優しい人。
転職を迷った時にも相談に乗ってくれました。

人生経験を元にいろいろな話をしてくれる頼れる大
人が、こんなに身近にいてくれるのはありがたいです。
今勤めている会社は、人間関係も良く働きがいがあ
ります。見守ってくれた中元さんのためにも、これか
らも頑張っていきたいです。

保
護
司

保
護
観
察
経
験
者

面
接
は
本
音
を

話
せ
る
場
所

中
元
さ
ん
に

出
会
え
て
良
か
っ
た

保護司のしごと
〜その一歩に、地域の支えを〜

保護司とは
どんなボランティアですか。
保護司は、法務大臣から委嘱
された非常勤の国家公務員で
す。ボランティアのため給与
は支給されませんが、活動に
かかる交通費などの実費は支
給されます。

他の業務との
兼務は可能ですか。
他の業務で兼業が禁止されて
いない限り可能です。仕事と
両立している保護司や、民生
委員などのボランティアと兼
務している保護司もいます。

🆀 🆀
🅰 🅰

保護観察を受ける人と面接し、生
活の状況などを確認します。

1
週目

面接

年３回の定期研修のほか、面接に
必要なスキルを学びます。

2
週目

自己研さん

２度目の面接を行います。

3
週目

面接

保護観察所に生活状況の報告書を
提出します。

4
週目

報告書の提出
保
護
司
の
１
カ
月

地
域
を
支
え
る
、

そ
の
一
人
に

保
護
司
は
特
別
な
人
が
担
う
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
貢
献
へ
の
思
い
を
胸
に
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小川 卓也さん（54）
溝辺地区保護司。溝辺町在住。

保
護
司
歴
13
年

中
元 

由
紀
代
さ
ん（
66
）

INTERVIEW

保護司として活動
しませんか

保護司は、地域を支えたいという気持ちを形

にできる活動です。地域のために新たな一歩

を踏み出してみませんか。

問＝鹿児島保護観察所  ☎099（226）1556

更生保護
サポート
センター
　更生保護サポートセンターは保護観察を受
ける人との面接や保護司の研修などに活用
されています。保護司が安心して活動できる
環境づくりを進めるとともに、地域の更生保
護活動の推進にも重要な役割を担っています。

「あいら青少年問題相談室」としての機能もあ
り、不登校、非行など青少年自身の悩みや、
子の問題行動で悩む保護者の悩みを関係機関
につなぐ役割も担っています。

⃝開庁日時＝午前９時30分～午後３時30分
※土日、祝日を除く。
⃝場所＝国分中央5-1-39
問＝更生保護サポートセンター  ☎(45)4123
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Topic of kir ishima city まちの話 題

肥
薩線の運行再開を控え、駅利用客を歓迎しよう
と、霧島温泉駅美化活動が６月９日に開催。雨

天の中、霧島高校の生徒や地域住民ら約100人が参加
し、花の苗植えや駅構内の清掃活動に汗を流しました。

茶
わんむしの歌」を継承する学習が、発祥の地で
ある宮内小学校で、「蒸し」の語呂合わせにちな

んだ６月４日に開催。児童らは劇で方言を学んだり、
ダンスや歌を披露するなど、古里の歌に親しみました。

五
穀豊穣を祈願する御田植祭が６月10日、霧島神
宮斎田で行われました。梅雨の合間の晴天の下、

伝統的な装束を身に付けた約100人の早
さおとこ

男、早
さ お と め

乙女や
地元の小学生らが苗を手植えし、豊作を願いました。

肥薩線運行再開を前に
約380人が沿線ウオークを堪能

肥
薩線（吉松～隼人間）運行再開に先立ち「肥薩線
レール＆沿線ウォーク」が５月31日、大隅横川

駅－霧島温泉駅間で開催。参加者は普段立ち入りが
できない線路の上を歩き、ゴール地点の霧島温泉駅で
は霧島高校の生徒らが出迎えたほか、霧島温泉駅地域
振興会の会員らがそば汁やがねなどを振る舞いました。
参加した国分中学校３年の堀之内公美さんは「線路を
歩く機会はないので、貴重な体験でした。地元の人か
らのおもてなしはおいしかった」と笑顔で話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

歌いつなぐ茶わんむしの歌 議場に響く、美しい調べ

豊かな実りへ願いを込めて霧島温泉駅を花いっぱいに

議
会を身近に感じてもらおうと、市議会が６月８
日、議場コンサートを初開催。本市出身の小城

龍征さんと入来慶子さんが７曲を披露し、集まった約
160人の聴衆はその演奏にうっとりと聞き入りました。

CIVIC NEWS

期　日 開演
（公演時間） 公　演　名 会　場 料金

（高校生以下）

７
月

24日
（金）

16:00
(30分) エアポート・コンサート 鹿児島

空港ビル 無料

25日
（土）

19:30
(80分) 霧島神宮かがり火コンサート 霧島神宮 無料

26日
（日）

14:00
(120分)

オープニング・コンサート　
中江早希・山本耕平/エリソ・ヴィルサラーゼ
ダブル・リサイタル

みやま
コンセール

6,000円
（5,000円）

８
月

１日
（土）

13:00
(60分) 工藤重典フルート・ライブin霧島国際音楽祭

みやま
コンセール

4,000円
（3,000円）

16:00
(120分)

C
ショパン

hopin G
ガラ

ala 2026　若き才能たちの饗宴
ショパン・ガラコンサート

4,000円
（3,000円）

２日
（日）

13：00
（60分） 音楽祭名物！ チェロ・オーケストラ 3,500円

（2,500円）

16：00
（120分）

鈴木優人×神尾真由子 with
キリシマ・ストリング・アンサンブル

5,500円
（4,500円）

８日
（土）

11:00
(270分)

霧島国際音楽祭賞  受賞者ガラ/
L

レジェンズ

egends of Kirishima 2026
名手たちが贈るアンサンブル

3,500円
（2,500円）

９日
（日）

13：00
（120分） ファイナル・オーケストラ・コンサート 7,000円

（6,000円）

日 本で最も歴史ある音楽祭の一つで、音楽監督である堤剛をはじめ、
ヴィルサラーゼ、クリーロフ、鈴木優人、神尾真由子、谷昂

あき

登
と

な
ど世界的アーティストが多数出演する霧島国際音楽祭。今年は、みやまコ
ンセールなどを中心に、７月24日から８月９日まで開催されます。
※詳細は、霧島国際音楽祭ホームページをご覧ください。
�問＝�みやまコンセール  ☎（78）8000

霧島市内の主な公演スケジュール一覧

※未就学児の入場・同伴不可。（無料コンサートを除く）
�問・�申＝�みやまコンセール  ☎（78）8000

霧島国際音楽祭
ホームページは

こちら

世界が集い、音楽が育つ霧島

第47回

「友の会」入会で霧島国際
音楽祭をもっと身近に
音楽祭に参加する音楽家や受講生を
応援するために設立された「霧島国際音
楽祭きりしま友の会」。音楽祭の発展や、
音楽を楽しめる地域づくりに貢献するた
めに活動しています。

◦�主な会員特典＝音楽祭コンサートチ
ケットの先行予約や特別料金での購入、
会員に限り無料になるオープン・レッ
スンなど
◦�年会費＝個人会員／ 3,000円、家族

会員（個人会員の同世帯で２人目以
降）／ 2,000円、ジュニア会員（高校
生以下）／ 1,000円、法人会員／１口
10,000円

�問・�申＝�霧島国際音楽祭きりしま友の会
事務局（スポーツ・文化振興課内）
☎（64）0710

完売
間近
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竹
元 

磨
貴
子
さ
ん（
56
）

東
京
都
大
田
区
出
身
。
元
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
。
霧
島
市
と
東
京
都
大
田
区
と
の

２
拠
点
生
活
中
。

溝
辺
町
竹た

か
ぜ子
地
区
は
、
人
口
７
６
９
人（
令
和
８
年
６
月

１
日
現
在
）の
地
域
。
同
地
区
は
、
人
口
減
少
が
進
み
、 

人
口
の
維
持
や
住
環
境
の
整
備
・
充
実
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

視
点
を
持
つ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
地
元
有
志
に
よ
り
、
令

和
２
年
に
設
立
さ
れ
た「
竹
子
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」

（
愛
称「
竹
子
っ
好こ

う

調ち
ょ
う

会か
い
」）。
38
人
で
構
成
さ
れ
る
同
協
議
会
は
、

五
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
住
民
の『
み
ん
な
で
飲
ん
で
気
兼
ね
な
く
語
れ
る
場
所
が

欲
し
い
』と
い
う
思
い
か
ら
、
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
旧

農
協
倉
庫
を
改
修
し「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
た
か
ぜ
バ
ル
」を
開
設
。

同
施
設
は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
り
、
提
供
さ
れ
る
地

産
地
消
の
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
で
、
今
や
地
域
外
か
ら
の
利
用
者

も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
の
設
立
当
時
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
着

任
し
、
現
在
は
事
務
局
長
を
務
め
る
竹
元
磨
貴
子
さ
ん（
56
）は 

「
竹
子
に
は
、
互
い
を
助
け
合
う『
結
い
の
心
』が
根
付
い
て
い
る
。

自
分
が
受
け
た
恩
を
次
の
世
代
や
周
り
の
人
に
返
し
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
特
に
強
い
と
思
う
。

だ
か
ら
、
よ
そ
者
の
私
が
提
案
し
た
こ
と
も『
地
域
の
た
め
に

や
っ
て
み
よ
う
』と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
。
そ
こ
が
竹
子

の
一
番
の
魅
力
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

竹
子
の
暮
ら
し
を
一
度
体
験
し
て
、
竹
子
の
魅
力
を
知
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
移
住
体
験
施
設

「
さ
る
く
ー
る
竹
子
」を
開
設
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
５
世

帯
が
竹
子
地
区
へ
の
移
住
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１

人
で
あ
る
県
外
出
身
の
井
倉
洋
二
さ
ん（
67
）は
、「
竹
子
は
空
港 

が
近
く
、
県
外
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
。
地
域
の
絆
が
強
く
、

竹
子
っ
好
調
会
の
地
域
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
に
心
引

か
れ
た
」
と
話
し
ま
す
。
こ
の
動
き
は
、
さ
ら
に
地
域
外
へ
と

広
が
り
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
じ
ゃ
っ

ど
☆
ラ
ボ
」を
東
京
都
大
田
区
に
オ
ー
プ
ン
。
竹
子
直
送
の
野

菜
や
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
、
竹
子
の
魅
力
を
都
民
に
広
く
発

信
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
同
協
議
会
は

令
和
７
年
度
農
林
水
産
祭
の
む
ら
づ
く
り
部
門
で
、
日
本
農
林

漁
業
振
興
会
会
長
賞（
３
席
）を
受
賞
。
鹿
児
島
県
関
係
の
受

賞
は
７
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
同
協
議
会
会
長
の
岩

切
正
信
さ
ん（
75
）は「
こ
の
賞
を
励
み
に
、
少
し
で
も
竹
子
地

区
の
人
口
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
地
域
で
踏
ん
張
り
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

地
元
住
民
ら
が
一
体
と
な
り
、
竹
子
地
区
の
地
域
お
こ
し
に

取
り
組
む
竹
子
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
。
竹
子
の
未
来
を

切
り
拓
く
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

広報きりしま  8

今日も明日も10年後も
住みたい竹子へ

Ⓒ takashiokui

Vol.211
THE SCENE

霧島に生きる

竹子地区コミュニティ協議会のメンバーら

にぎわうたかぜバルじゃっど☆ラボさるくーる竹子

たかぜ
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き り し ま 給 食 通 信 令和８年７月７日  vol.64

市では、食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識や食文化の継承、
自然の恵みなどを学ぶ取り組みを進めています。このコーナーでは、給食メニューをレシピとともに紹介します。

給
食
通
信

家
庭
で
楽
し
む

給食では鶏むね肉を使いますが、鶏もも肉を使ってもおいしいです。家庭では、野菜を素揚げにして
調味料と肉をからませると、よりおいしく仕上がります。

料理の
ポイン

ト

黒酢の香りが感じられておいしいです。

当日当日ののメニューメニュー

ごはん　牛乳
なめこと豆腐のみそ汁

福山黒酢鶏
冷凍パイン

舞鶴中学校３年５組の給食風景

舞鶴中学校（単独調理場）  国分福島3-55-1  ☎（47）4747
食数：850食RECIPE 福山黒酢鶏 kcalkcal

1 人分

158158

作
り
方

材
料（
4
人
分
）

① �鶏むね肉は一口大に切り、片栗粉を
まぶして油で揚げる。

② �ニンジン、レンコンは５㎜幅のいちょ
う切り、タマネギはくし形に切る。

③ �フライパンにサラダ油を引き、ニン
ジン、レンコン、タマネギを炒め、
水を加えて煮る。

④ �調味料と枝豆を加えてひと煮立ちさ
せ、火を止める。

⑤ �①を加えて味をなじませる。

鶏むね肉	 180g
片栗粉	 適量
揚げ油	 適量
ニンジン	 40ｇ
レンコン	 40ｇ
タマネギ	 80ｇ
サラダ油	 小さじ１
水	 大さじ１と1/2

ケチャップ	 大さじ２
黒酢	 大さじ１
砂糖	 大さじ１と1/2
濃い口しょうゆ	
	 小さじ2/3

冷凍枝豆（むき身）	 20ｇ

市の特産品
黒酢を
使ってみよう

調味料

生きていく上で欠かすことができない「食」を未来につなぐ、私たちのまちの新規就農者や農業後継者などを紹介します。

霧島の農業をミライへ

溝
辺
町
崎
森
の
十
三
塚
史
跡

公
園
近
く
で
、
有
機
栽
培

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
を
営
む
中

塚
亜
希
子
さ
ん（
39
）は
、
現
役
の

客
室
乗
務
員
で
も
あ
る
兼
業
農
家

で
す
。

中
塚
さ
ん
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と

の
出
会
い
は
、
コ
ロ
ナ
下
だ
っ
た

７
年
前
。「
時
間
に
余
裕
が
で
き
て
、

ふ
と
植
物
を
育
て
て
み
た
い
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
苗
木
を
庭
に
植
え
た

と
こ
ろ
、
唯
一
生
き
残
っ
た
の
が
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
」と
笑

い
ま
す
。
育
て
や
す
さ
や
品
種
の

多
さ
な
ど
、
知
る
ほ
ど
に
魅
力
を

感
じ
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
種
類

を
広
い
場
所
で
育
て
た
い
、
せ
っ

か
く
な
ら
観
光
農
園
に
し
て
み
ん

な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
、
畑

探
し
か
ら
始
め
ま
し
た
。
畑
の
取

得
か
ら
植
樹
ま
で
は
数
年
か
か
り

「
何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

２
年
前
に
植
え
た
ブ
ル
ー
ベ
リ 

ー
は
、
今
年
初
め
て
の
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。「
カ
フ
ェ
開
設
の
他
に

会
員
制
の
植
樹
体
験
も
企
画
中
で

す
。
将
来
的
に
は
自
然
を
楽
し
め

る
農
泊
施
設
を
作
り
た
い
」と
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

中塚 亜希子さん（39）福岡県出身、国分在住。
就農３年目。霧島O

オ ー ガ ニ ッ ク
rganic B

ブ ル ー ベ リ ー
lueberry代表。

営農類型：果樹   経営作目：ブルーベリー   営農面積：10a

７月から、農園内でブルーベリーカフェを

オープン。有機栽培のブルーベリーを使っ

たかき氷やソーダ、オーガニックアイスコー

ヒーなどのほか、生ブルーベリー、冷凍ブルー

ベリーも販売しています。事前予約制のた

め、営業日や予約方法など詳細は公式イン

スタグラムでご確認ください。「風が吹き抜

ける見晴らしの良い畑で、心地よい時間を

過ごしていただけたら。皆さんにお会いでき

るのを楽しみにしています」

ブルーベリーのかき氷はいかが

次
世
代 

農

家 

探
訪

vol.
20

霧島Organic Blueberryの
インスタグラムはこちら
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日本で最初の国立公園・霧島錦江湾国立公園がある霧島市。市内全域の自然や文化などは霧島ジオパークとして、 
日本ジオパークに認定されています。霧島山や錦江湾をはじめとする、魅力あふれるスポットを紹介します。

霧島山と錦江湾の
魅力再発見

〜山で幸せ、海で幸せ〜vol.21

Trip to Kirishima Geopark

桜 島や神
かみ

造
つくり

島など錦江湾全体が
見渡せる若尊鼻は、神武天皇

がこの岬から船出したという伝説と、
日
やまとたけるのみこと

本 武 尊がこの岬に上陸したという
２人の若い尊の伝説からその名が付
いたといわれています。

私が子どもの頃は格好の遊び場で、
夏になれば辺りを泳いだり潜って貝を
採ったりしたものです。今も絶好の釣
り場のようで、市内外から磯釣りを楽
しみに多くの人が訪れています。

平成24年に遊歩道が整備され、季
節によってはメジロやウグイスなど
の鳴き声を聞きながら、四季折々の
花たちが色鮮やかに迎えてくれる中
を散歩できます。運が良ければ、群
れで泳ぐイルカに出会うこともある

ので、期待を膨らませながら歩くの
も良いですね。夕日も見応えがあり
ますが、最近は日の出を見ることも
楽しみの一つです。

私にとって若尊鼻は、癒やしの場
でありパワースポットです。

神
宮
司 

耕
二
さ
ん

国
分
在
住

錦江湾の景色を望む
若
わ か み こ ば な

尊鼻

国分と福山町の間にある岬・若尊鼻は
昔から景勝地として親しまれ、国立
公園にも指定されています。

錦江湾奥の福山沖にある海底火山・若
わか

尊
みこ

カルデラの近くにある若尊鼻。子ど
もの頃から若尊鼻に親しんできた神宮
司耕二さんに、その魅力を聞きました。

ス
ポ
ッ
ト
豆
知
識

SMILE KIDS ３歳までの子どもを紹介します。７月生まれのみんな、ハッピーバースデー♪

投稿募集中!
８月号に掲載する子ども
の写真を募集していま
す。下の二次元コードか
らご応募ください。応募
多数の場合は抽選です。
⃝�対象＝令和５年～７年の
８月生まれの子ども
（住民票が霧島市）
⃝�応募期限＝７月21日（火）

➡�応募は
　こちらから保護者：裕佳子さん

隼人

3歳

保護者：優奈さん

国分

保護者：法恵さん

隼人

3歳

保護者：絵奈さん

隼人

2歳 1歳

問＝秘書広報課  ☎（64）0955

て てくく

くくぱ ぱ

楽しい育児をサポートする
コーナーです。子どもと一
緒に出かけたい場所や育児
に役立つ情報などを紹介し
ます。

vol.
61

育児を楽しもう

オ ープン席のほかに10部屋ほどの
個室があって、子どもたちと周囲

を気にせずゆっくりランチを楽しみたい
時によく利用しています。子どもには、
１人ずつ揚げたてのポテトをプレゼント
してもらえて、おいしそうに頬張ってい

ます。ビュッフェには、唐揚げや山芋ス
テーキなど子どもが喜ぶメニューをはじ
め、肉、魚、野菜をバランスよく使った
料理がずらり。プリンやババロアなどデ
ザートの種類も充実していて、選ぶ時間
も楽しみの一つです。

ビュッフェは90分制で、子ども連れ
でも会話を楽しみながらゆっくり食事が
できます。ビュッフェだけでなく、パス
タやピザを選べるランチメニューもあり、
家族みんなでちょっとしたパーティー気
分を味わえるのも魅力ですよ。

責任者から一言／ビュッフェ形式のメニューには、自家農園で育てた旬の野菜をふんだんに使
用。手作りのプリンやガトーショコラ、チーズケーキもぜひ食べてみてください。夜は期間限
定ビアホールやコース料理、姉妹店「若大将」の居酒屋メニューを提供しています。

子どもも喜ぶ20種ほどのメニュー 自由に使える個室

ビュッフェとドリンクバー1,680円(税込み)

国分中央3-33-14  ☎（47）7500

営業時間：午前11時30分～
午後３時、午後６時～ 10時
店休日：日曜、不定休
駐車場：15台

個室で小さなパーティーも

café Rin
■□座敷　■□個室　■□授乳室
■□離乳食持込　■□子ども椅子
■□キッズスペース
■□おむつ替え室　■□子ども皿

紹
介
者

個
室
で
伸
び
伸
び
ラ
ン
チ
。

個
室
で
伸
び
伸
び
ラ
ン
チ
。

若
わ か み こ ば な

尊鼻遊歩道を
歩いてみよう

駐車場から若尊神社まで約１㎞続く遊歩道。
海沿いを歩きながら、雄大な桜島や錦江湾の
景色を楽しめます。道中には波の浸食ででき
た「若尊石」と呼ばれる不思議な形の岩も点在
し、散策の楽しみを広げてくれます。

（カフェ リン）

魅力満点の
癒やしの場です。

前
村 

眞
早
さ
ん（
27
）　
国
分
在
住

眞ま

白し
ろ

く
ん（
8
）・
眞ま

琳り
ん

ち
ゃ
ん（
3
）・
眞ま

糸い
と

ち
ゃ
ん（
２
）

駐車場

国分漁港
国分

海浜公園

国分IC

若尊神社

472

若尊鼻遊歩道
220

504
若尊鼻遊歩道
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child
 rea

ring
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 g
eo

p
a

rk



◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

１
６

き
り
し
ま
美
術
大
賞
展
展
示

き
り
し
ま
美
術
大
賞
展
の
入

賞
・
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
７
月
25
日（
土
）～
８
月

２
日（
日
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ 

ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
１
階
・

２
階
共
通
ロ
ビ
ー

■
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

審
査
員
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
展
示
作
品
を
解
説
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
25
日（
土
）午
後
２

◎�

�問
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

☎（
64
）０
７
１
０

イ
ヌ
マ
キ
を
枯
ら
す
害
虫

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫
は

イ
ヌ
マ
キ
な
ど
の
葉
を
食
べ
て
木

を
枯
ら
し
ま
す
。
幼
虫
の
体
長
は

５
㌢
程
度
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
と
黒

か
灰
色
、
黄
色
の
模
様
を
し
た

シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
で
す
。
４
月
か

ら
12
月
の
間
に
出
現
し
、
一
度
発

生
す
る
と
急
激
に
数
が
増
え
ま
す
。

幼
虫
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
駆
除

◎�

�問
＝
林
務
水
産
課
☎（
64
）０
９

３
８

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

７
月
25
日
か
ら
31
日
は
県
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
。
期
間
中
、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
共

通
ロ
ビ
ー
で
、
パ
ネ
ル
や
資
料
を

展
示
し
ま
す
。
一
部
の
市
立
図
書

館（
室
）で
は
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。

◎�

�問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

時
30
分
か
ら

※�

表
彰
式
が
終
わ
り
次
第
行
い
ま

す
の
で
、
開
始
時
間
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

場
所
＝
各
展
示
会
場

⃝
�

講
師
＝
米め

田た

安や
す

希き

さ
ん（
一
般

部
門
）、
武
田
信
雄
さ
ん（
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
）

■
巡
回
展

一
般
部
門
の
特
別
賞
作
品
の
一

部
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
８
月
４
日（
火
）～
７
日

（
金
）

⃝
�

場
所
＝
牧
園
総
合
支
所
多
目
的

室

し
ま
し
ょ
う
。

⃝
��

駆
除
の
方
法

◦�

少
数
発
生
＝
木
を
揺
す
っ
て
落

ち
て
き
た
幼
虫
を
殺
す

◦�

大
量
発
生
＝
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
や

ロ
ッ
ク
オ
ン
な
ど
を
散
布
す
る

お
知
ら
せ

公
文
書
の
開
示
な
ど
の
状
況

市
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

令
和
７
年
度
の
開
示
請
求
と
、
そ

の
処
理
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
総
務
課
☎（
64
）０
９
１
５

め
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
う
手
続
き
で
す
。

令
和
７
年
度
の
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

Ｎネ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ
１
１
９

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
と
は
、
音
声
に
よ
る
１
１
９

番
通
報
が
困
難
な
聴
覚
や
言
語
機

能
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
円
滑
に

通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
使
用
例

◦�

ア
プ
リ
か
ら
火
事
か
救
急
を
選

び
簡
単
に
通
報

◦�
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
通
報
者
の
位
置

情
報
を
特
定

◦�

チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
傷
病
者
の
容

体
を
通
信
員
に
伝
達

※�

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。

◎�

�問
＝
消
防
局
情
報
司
令
課
☎（
64
）

０
１
１
９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
は
、

市
の
重
要
な
政
策
の
計
画
案
な
ど

の
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
な
ど
を
求

キオビエダシャクの幼虫

松下美術館に行ってみよう
　松下美術館は展示館が１号館から６号館まであり、ピカソや黒田清輝
などの有名な画家の作品からミイラの木棺や黄金のマスクまで、多岐に
わたる美術品を常時500点程度展示しています。今年の夏は、市内唯一
の美術館に出かけてみませんか。

◦場所＝松下美術館（福山町福山771）
◦開館時間＝午前10時～午後５時（最終入館は午後４時30分）
◦休館日＝月曜（祝日の場合は翌平日）、12月31日、１月１日
◦�入館料＝一般800円、高校・大学生400円、小中学生300円、未就学

児は無料（20人以上の団体割引、障がい者割引あり）
■夏休みは市内の小中学生入館無料
　夏休み期間中、市内の小中学生は無料で入館できます。福山地区の小
中高校（特別支援学校を含む）に通う児童・生徒は一年を通して無料、校
外学習や遠足などの場合は引率者も無料です。
■南九州水墨画展
　全国から出品された水墨画の入賞・入選作品を展示します。墨絵の魅
力をお楽しみください。（入場無料）
◦期間＝７月14日（火）～８月16日（日）
■巡回展
◦期間＝８月18日（火）～ 30日（日）
◦場所＝国分シビックセンター市民ギャラリー
問＝松下美術館  ☎（55）3350

松下美術館ホーム
ページはこちら

保護者が知らないうちに、子どもがオンラインゲームの課金
やライブ配信の投げ銭（配信者に対して金銭などを寄付する行
為）をしてしまったという相談が寄せられています。

トラブルを防ぐためには、日頃からネット利用のルールにつ
いて、家族でよく話し合うことが大切です。困ったときはすぐ
に相談ください。

●ゲーム課金トラブルを防ぐ方法
◦�ペアレンタルコントロール（子どもにとって好ましくない内容
のウェブサイトなどに対し、利用の制限を設ける機能）の利用
◦�スマートフォンなどに登録された情報や決済の設定を確認し、
暗証番号の管理を徹底
�問＝消費者ホットライン  ☎188、

市消費生活センター  ☎（64）0964

家族で防ごう、
子どもの
ネットトラブル

区　分 請求件数
処理状況

開示 部分開示 不開示 取下などうち不存在
市長 83 54 21 8 2 8
消防局 4 4 0 0 0 0
教育委員会 4 2 2 1 0 0
選挙管理委員会 1 0 0 0 0 1
監査委員 0 0 0 0 0 0
農業委員会 2 1 1 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0
市議会 1 1 0 1 0 0

合　計 95 62 24 10 2 9

NET119
事前登録は
こちらから

案　件　名 募　集　期　間 担 当 課 提出
意見数

意見
項目数

回答
項目数

霧島市新水道ビジョン-経営戦略-（改定版）（案） 令和７年４月 １日～４月30日 上下水道総務課 4 12 12

霧島市新型インフルエンザ等対策行動計画（案） 令和７年９月19日～10月２ 日 健康増進課 0 0 0

霧島市自殺対策計画（第2次）（案） 令和７年10月７日～10月20日 健康増進課 0 0 0

霧島市過疎地域持続的発展計画（案） 令和７年11月28日～12月12日 地域政策課 0 0 0

「福山地区デマンド交通」の運賃案 令和８年１月13日～１月26日 地域政策課 0 0 0

きりしまDX未来図【第2.0版】 令和８年３月16日～３月31日 DX推進課 0 0 0

届出避難所の制度を開始しました
大雨や大型の台風接近など突発的な災害の危険性が高まった

場合には、自らの判断で、迅速に避難することが必要です。
市では、住まいの身近にある公民館や集会所などを避難場所とし
て自主的に開設する「届出避難所」の制度を開始しました。

地域や事業所などが自主的に開設・運営している自主避難所を
届出避難所として登録することで、市は避難者を把握し、必要な
支援を円滑に実施することができます。また、地域の人も身近な
場所に避難所が開設されるため、避難しやすくなります。

■届出避難所の概要
⃝対象となる施設

自治会が管理する公民館や集会所、事業所研修室、介
護施設など

⃝届出避難所の開設・運営と費用負担
自主防災組織など

⃝市からの支援内容(災害時)
・情報の提供
・必要な支援の円滑な実施（大規模災害時）など

⃝市からの支援内容(平時)
自主防災組織などが行う防災計画の作成や防災訓練実
施の支援など

⃝公表
原則、ホームページなどで公表（非公表も可）

※�公表する場合、施設名称、場所、受け入れ対象者、施設利用
条件などを明示。

�問＝�危機管理課  ☎ (64)0997

災 

害 

対 

策 

本 

部

指定避難所、支援拠点など

 届出避難所

公民館

福祉・保健チーム
による巡回

・情報の提供
・避難者の把握など

支援物資の提供など

支援

巡回 集
会
所

車中泊避難者

在宅避難者

【平時】
・自主防災組織などが行う防災計画の作成や防災訓練実施の支援など

【災害時】
・避難者の把握　・情報の提供　・必要な支援の円滑な実施など	

※ ＝問い合わせ先　 ＝申込先 ＝提出先提 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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０
７
３
５

か
ご
し
ま
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す

結
婚
を
希
望
す
る
人
の
一
対
一

で
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
を
つ
く

る
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
入

会
登
録
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
会
員
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
閲
覧
、
お
見
合
い

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
23
日（
日
）午
前
９

時
50
分
～
午
後
３
時
10
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
20
歳
以
上
の
独
身

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
か
ご
し
ま
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
か
ら

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
22
日（
土
）

■
入
会
登
録
料
の
助
成

市
で
は
、
か
ご
し
ま
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
入
会
登
録
料

の
一
部
を
助
成
し
、
結
婚
を
希
望

す
る
人
の
出
会
い
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
こ
と

◦�

市
に
住
所
を
有
し
、
現
に
婚
姻

を
し
て
い
な
い
人

◦�

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
か

ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
た
人

◦�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◦�

他
の
市
町
村
か
ら
同
一
の
補
助

金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

⃝
�

登
録
料
＝
１
万
円（
２
年
間
有

効
）

⃝
�

助
成
額
＝
５
千
円（
登
録
料
の

２
分
の
１
）

※�

助
成
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
回

限
り
。

⃝
�

入
会
登
録
＝
か
ご
し
ま
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎�

�問
＝【
出
張
窓
口
・
入
会
登
録

に
つ
い
て
】か
ご
し
ま
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

（
２
０
８
）１
１
５
０
、【
入
会
登

録
料
の
助
成
に
つ
い
て
】子
育

て
支
援
課
☎（
64
）０
７
３
５

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

◎�

�問
・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☎・
（
64
）０
９
１
９
、
〒
８

９
９
－
４
３
９
４
国
分
中
央
３

－
45
－
１

⃝
�

対
象
＝
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
こ
と

◦�

令
和
８
年
１
月
～
令
和
９
年
３

月
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
夫
婦

◦�

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下

◦�

令
和
７
年
分
の
夫
婦
の
合
計
所

得
が
５
０
０
万
円
未
満

◦�

令
和
８
年
４
月
以
降
に
市
内
で

住
宅
を
新
た
に
取
得
か
、
賃
借

に
よ
る
対
象
経
費
を
支
払
っ
て

い
る
夫
婦

◦�

夫
婦
と
も
に
市
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い

◦�

他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補

助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

◦�

過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く
補

助
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

◦�

市
が
指
定
す
る
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
講
座
な
ど
を
受
講
し
た
夫
婦

⃝
�

対
象
経
費
＝
住
宅
の
取
得
費
用
、

賃
借
費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、

引
っ
越
し
費
用

⃝
�

補
助
額
＝
上
限
30
万
円（
結
婚

時
、
夫
婦
双
方
の
年
齢
が
29
歳

以
下
の
場
合
は
60
万
円
）

⃝
�

申
請
方
法
＝
申
請
書
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

⃝
�

申
込
期
限
＝
令
和
９
年
３
月
１

日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
子
育
て
支
援
課
☎（
64
）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申込先 ＝提出先提

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

食
害
対
策
が
必
要
な
人
へ

農
産
物
を
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

ど
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

市
が
電
気
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
柵
を
国
の
事
業
で
購
入
し
、
農

家
へ
貸
し
出
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
令
和
９
年
度
以
降
に
、

電
気
柵
か
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
を
市
内
の
農
地
に
設
置
希
望

す
る
人

⃝
�

要
件
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
◦�

農
家
３
人
以
上
で
の
共
同
利
用

◦�

原
則
、
出
荷
用
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
農
地

◦�

申
請
者
自
身
で
設
置

⃝
�

申
込
方
法
＝
原
則
、
地
区
自
治

公
民
館
・
自
治
会
単
位
で
協
議

の
上
、
申
請
書
を
作
成
し
提
出

（
要
事
前
相
談
）

※�

令
和
８
年
度
以
降
に
設
置
す
る

柵
で
、
国
の
補
助
に
該
当
し
な

く
て
も
市
の
補
助
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）

０
９
１
０
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課

⃝
�

受
付
＝
７
月
15
日（
水
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

☎（
78
）８
０
０
０

か
ご
し
ま
の
先
生

ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

先
生
に
挑
戦
し
て
み
た
い
が
、

不
安
が
あ
る
人
の
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。（
要
事
前
申
し

込
み
）

⃝
�

日
時
＝
８
月
７
日（
金
）午
後
１

時
15
分
～
４
時
40
分

⃝
�

場
所
＝
姶
良
市
立
錦
江
小
学
校

（
姶
良
市
加
治
木
町
錦
江
町
74
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
31
日（
金
）

就
労
支
援
事
業
所
説
明
会

市
内
の
就
労
支
援
事
業
所
な
ど

が
集
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
所
と

直
接
話
せ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前

申
し
込
み
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
７
月
29
日（
水
）午
後
１

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ビ 

ッ
ク
ホ
ー
ル

⃝
�

対
象
＝
就
労
を
希
望
す
る
障
が

い
者
と
そ
の
家
族
、
特
別
支
援

学
校
な
ど
の
学
生
・
教
員
・
支

援
者
な
ど

◎�

�問
＝
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ�

ー
☎（
73
）７
３
７
６

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

■
夏
の
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

⃝
�

日
時
＝
８
月
16
日（
日
）午
後
２

時
開
演

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
千
円
、
学
生
５

０
０
円（
全
席
指
定
、
当
日
券

５
０
０
円
増
し
、
３
歳
以
上
入

場
可
）

⃝
�

受
付
＝
７
月
15
日（
水
）か
ら

■�

霧
島
芸
術
の
森
を
巡
る
旅
コ
ン

サ
ー
ト

⃝
�

日
時
＝
９
月
26
日（
土
）午
後
２

時
開
演

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
２
千
円
、
学
生

千
円（
全
席
指
定
、
当
日
券
５

０
０
円
増
し
、
小
学
生
以
上
入

場
可
）

⃝
�

受
付
＝
７
月
８
日（
水
）か
ら

■�
み
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス　
レ
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
ラ

ン
セ

⃝
�

日
時
＝
11
月
22
日（
日
）午
後
２

時
開
演

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
７
千
円
、
学
生

３
５
０
０
円（
全
席
指
定
、
当

日
券
５
０
０
円
増
し
、
小
学
生

以
上
入
場
可
）

◎�

�問・�申
＝
姶
良・伊
佐
教
育
事
務

所
指
導
課
☎（
63
）８
１
３
７

募
　
集

２
人
の
結
婚
新
生
活
を

支
援
し
ま
す

新
た
に
結
婚
し
た
夫
婦
に
対
し
、

結
婚
新
生
活
に
係
る
新
居
の
住
居

費
、
引
っ
越
し
費
用
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

申し込み
フォームはこちら

講座
番号 講　座　名 日　　時 定員 受講料 申込期限（必着）

10 親子AIクリエイティブ講座 8/19（水）
9：30～12：00 5組 500円 8/5（水）

◦�対象＝小学生とその保護者(パソコン操作初心者) 　※申し込み多数の場合は抽選。
◦�申込方法＝【往復はがき(1講座1枚)】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号

を記入し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、 電話・ファクス番号を記
入し送信、【窓口】申込用紙に記入し、普通はがきと併せて提出、【インターネット】
申し込みフォームから

　市制施行日である11月７日を語呂合わせで「イイなの日」
として、市の魅力を発信しています。店を訪れたお客さま
に特典などを提供する協力店を募集します。ぜひ店舗など
のPRにご活用ください。
◦�開催期間
　11月中（11月７日（土）を中心とした任意の期間）
◦�対象
　市内で飲食、サービス、小売などの事業を営む店舗など
◦�内容
①記念特典の提供
　（例）「ソフトドリンク一杯サービス」など

②�貴店舗における、本市の魅力創造発信に関する取り組みの紹介
◦�周知方法
　市ホームページや広報誌などに店舗情報や特典を掲載
◦�申込方法＝申込書（観光PR課窓口で配布、市

ホームページからもダウンロード可）に必要
事項を記入し郵送かFAX、メール

※詳細は市ホームページを確認ください。
◦�申込期限＝７月31日（金）消印有効

�問・�申＝�観光PR課  ☎（64）0705、FAX（64）0958、
メール kirikankou@city-kirishima.jp

市ホームページは
こちら

イイなの日
協力店を
募集します

防衛協会
年度会員
募集
　市政推進に当た
り、さまざまな分
野で協力をいただ
いている自衛隊の
活動を支援する、
防衛協会の年度会
員を募集します。
　市防衛協会は、防衛意識の普及高揚に努めるととも
に、自衛隊入校・入隊者壮行会の開催や、国分駐屯地
音楽部の活動支援など、自衛隊・自衛隊協力団体の各
種行事への協力を行っています。
◦年会費＝個人会員１口100円、
　　　　　法人会員１口1,000円
◦納付方法＝総務課に直接
※�振り込み納付を希望する場合は市ホー

ムページを確認ください。
�問＝総務課  ☎（64）0915 市ホームページは

こちら

申し込み
フォームはこちら

制度の詳細、
申請書のダウン
ロードはこちら

申し込みは
こちらから

登録料の助成は
こちら

入会登録は
こちらから
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び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
公
民
館（
霧
島
田

口
５
０
０
）

⃝
�

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者

⃝
�

定
員
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
２
人
１
組
と
し
た
10
組

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
�

参
加
料
＝
千
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
18
日（
土
） 

◎�

�問・�申
＝
霧
島
食
育
研
究
会【
千

葉
】☎
０
９
０（
４
９
８
２
）８
８

９
８

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談

遺
言
、
相
続
、
登
記
地
目
の
変

更
や
各
種
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
８
月
12
日（
水
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ 

ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
行
政
書
士
会
霧
島
支
部

【
三
輪
】☎
０
９
０（
６
４
２
２
）

３
１
０
５

⃝
�

申
込
期
間
＝
８
月
20
日（
木
）～

９
月
７
日（
月
）

⃝
�

１
次
試
験
日
＝
10
月
24
日（
土
） 

・
25
日（
日
）

⃝
�

２
次
試
験
日
＝
12
月
11
日（
金
）

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
海

上
保
安
官
採
用
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課
☎
０
９
９（
２

５
０
）９
８
０
０

障
害
者
公
共
職
業
訓
練

■�

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
デ
ュ
ア
ル

コ
ー
ス（
４
カ
月
コ
ー
ス
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
に
必
要

な
研
修
科
目
を
網
羅
し
、
修
了
後

に
資
格
を
取
得
で
き
る
、
介
護
職

を
目
指
す
人
の
コ
ー
ス
で
す
。

⃝
�

訓
練
期
間
＝
10
月
１
日（
木
）～

１
月
26
日（
火
）

⃝
�

場
所
＝
オ
ア
シ
ス
ケ
ア
清
水

（
オ
ア
シ
ス
ホ
ー
ル
）（
鹿
児
島

市
稲
荷
町
17
－
35
）

⃝
�

対
象
＝
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
こ
と

◦�

障
害
が
あ
り
、
早
期
の
就
職
を

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
北
米
北
欧
ト
ー
ク

　
～
皆
で
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
～

20
世
紀
半
ば
の
建
築
や
イ
ン
テ

リ
ア
の
世
界
を
巡
り
な
が
ら
、
装

飾
品
な
ど
を
簡
単
に
作
れ
る
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
23
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
25
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
22
日（
水
）

■
五
感
で
巡
る
中
国
の
美

　
花
ひ
ら
く
五
十
六
の
民
族
文
化

異
な
る
言
葉
や
文
字
、
服
装
、

音
楽
、
祭
り
の
文
化
を
持
っ
て
い

る
中
国
の
民
族
。
多
彩
な
民
族
文

化
を
通
し
て
、
中
国
の
豊
か
な
魅

力
と
多
様
性
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
28
日（
火
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
27
日（
月
）

【
共
通
事
項
】

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

◎�

�問
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎（
48
）

５
７
０
１

か
ご
よ
ろ
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー

新
し
い
価
値
観
や
仕
事
に
触
れ
、

人
脈
や
知
識
を
広
げ
る
学
び
の
場

で
す
。
創
業
や
副
業
、
い
ろ
い
ろ

な
働
き
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
日
＝
７
月
22
日
、８
月
５
日
・

19
日
、
９
月
９
日（
全
て
水
曜
）

※�

各
日
の
テ
ー
マ
は
、
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

20
分

⃝
�

場
所
＝
市
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

セ
ン
タ
ー（
旧
働
く
女
性
の
家
）

（
国
分
中
央
３
－ 

43
－
10
）

⃝
�

対
象
＝
創
業
や
副
業
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
働
き
方
を
考
え
た
い
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

※�

希
望
回
の
み
の
申
し
込
み
可
、

全
回
受
講
の
人
優
先
。

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
全
回
受
講
は
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
、
希
望
回
の
み

の
場
合
は
電
話

目
指
す
人

◦�

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ 

っ
せ
ん
を
受
け
る
人

⃝
�

定
員
＝
６
人

※
選
考
面
接
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
31
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
国
立
鹿
児
島
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
☎
０
９
９
６

（
44
）２
２
０
６

第
一
工
科
大
学
公
開
講
座

■
受
身
を
覚
え
て
転
び
方
を
学
ぶ

⃝
�

日
時
＝
８
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料（
別
途
、
保
険

料
が
必
要
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
７
月
30
日（
木
）

◎�

�問
＝
第
一
工
科
大
学
社
会
・
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０
６

４
０

親
子
で
楽
し
く

ク
ッ
キ
ン
グ

ご
は
ん
の
炊
き
方
や
味
噌
汁
の

作
り
方
、
卵
焼
き
な
ど
の
簡
単
な

お
か
ず
作
り
に
つ
い
て
楽
し
く
学

天
降
川
地
区

共
同
利
用
施
設

■
チ
ビ
ッ
コ
ふ
く
れ
菓
子

　
作
り
講
座

ふ
く
れ
菓
子
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
30
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
保
護
者

⃝
�

定
員
＝
先
着
12
組（
８
組
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
千
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
２
枚
、
飲
み
物

※
小
学
校
低
学
年
以
下
は
長
靴
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

⃝
�

受
付
＝
７
月
７
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎ （
43
）１
９
５
１

城
山
公
園
イ
ベ
ン
ト

■
親
水
特
設
ゾ
ー
ン

夏
休
み
期
間
中
、
展
望
台
前
に

シ
ャ
ワ
ー
や
ミ
ス
ト
発
生
装
置
を

設
置
し
ま
す
。
親
子
で
水
遊
び
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
間
＝
７
月
20
日（
月
・
祝
）～

８
月
31
日（
月
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

■
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

鳥
の
巣
箱
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
最
適

で
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
23
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
城
山
公
園
展
望
台
１
階

ロ
ビ
ー

⃝
�

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
組

⃝
�

参
加
料
＝
１
０
０
円（
材
料
代

込
み
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
７
月
20
日（
月
・

祝
）～
８
月
17
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
城
山
公
園
管
理
事
務

所
☎（
46
）１
５
６
１

上
野
原
縄
文
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
国
分
南
中
学
校

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

研
修
を
受
け
た
国
分
南
中
学
校

生
徒
の
ガ
イ
ド
で
、
上
野
原
縄
文

の
森
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
不
要
）

⃝
�

日
時
＝
７
月
29
日（
水
）～
31
日

（
金
）、午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
と
見
学
エ
リ
ア（
待
機
場
所

は
展
示
館
受
付
）

⃝
�

参
加
料
＝
無
料（
別
途
、
展
示

館
利
用
料
金
が
必
要
）

◎�

�問・�申
＝
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
０
９
９（
２
１
９
）３
７
４
０

自
衛
官
に
な
り
ま
せ
ん
か

※�

採
用
予
定
月
や
試
験
会
場
な
ど
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎

（
45
）１
８
３
６

海
上
保
安
大
学
校

学
生
採
用
試
験

⃝
�

採
用
予
定
日
＝
令
和
９
年
４
月

申し込み
フォームはこちら

申し込み
フォームはこちら

海上保安官採用
サイトはこちら

※錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図る取り組みです。

種　目 応　募　資　格 申込期限 試  験  日

一般曹候補生 採用予定月の末日現在で
18歳以上33歳未満の人 9/1（火） 9/16(水)～

27(日)

航空学生 18歳以上24歳未満の人 8/28（金） 9/19(土)か26(土) 
※選択制。

予備自衛官補�
（一般） 18歳以上52歳未満の人 9/10（木） 9/12(土)～

10/4(日)
防衛大学校学生�
（一般）

18歳以上21歳未満の人
（自衛官は23歳未満） 10/15（木） 10/31（土）

２等陸・海・空士
(任期制自衛官)

採用予定月の末日現在で
18歳以上33歳未満の人 なし 申込時にお知らせ

錦江湾奥おでかけ情報

◦�期日＝８月８日（土）
※予備日は８月15日（土）。
◦�場所＝旧垂水港特設会場（垂水市錦江町1-2）
�問＝垂水市水産商工観光課
☎0994（32）1454

◦�日時＝8月23日（日）午後４時～８時30分
◦�場所＝姶良市役所周辺（姶良市宮島町25番

地周辺）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
�問＝�姶良市商工会  ☎0995（66）2211

◦�日時＝８月29日（土）午後７時30分～８時
30分

◦�場所＝鹿児島港本港区（鹿児島市本港新町）
�問＝サンサンコールかごしま
☎099（808）3333

たるみずふれあいフェスタ
夏祭り2026

夜市 第24回かごしま錦江湾
サマーナイト大花火大会

垂水市 姶良市 鹿児島市

『桜島を望む、夏、はじける。』垂水市の夏
の一大イベントが今年も開催決定。

市役所周辺が歩行者天国になり、約70の
露店が並びます。ステージ発表もあり、子ど
もから大人まで楽しめるイベントです。

九州最大級のスケールを誇る、鹿児島の夏の風物詩。桜島を
バックに打ち上がる約1万5,000発の花火が、夏の夜空を彩ります。

有料観覧席の購入はこちらから詳細はこちら

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申込先 ＝提出先提
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図書館へ行こう
スマホ用 インスタグラム

落
合
幸
子
さ
ん（
国
分
）

今
月
の
絵
手
紙

初
め
て
広
報
誌
を
読
み
ま
し
た
。

自
分
が
住
む
市
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
人
や
、
緊
急
時
の
た
め
に
訓
練

を
さ
れ
て
い
る
消
防
隊
の
記
事
が

印
象
的
で
し
た
。
普
段
何
げ
な
く

暮
ら
し
て
い
る
け
れ
ど
、知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
生
活
を
支
え
て
も
ら
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
、
感
謝
し

な
が
ら
毎
日
を
大
切
に
過
ご
し
た

い
で
す
。（
つ
ー
26
歳
）

▼
本
市
で
発
隊
し
た
特
別
救
助
隊

は
、市
民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で

す
。
事
故
や
災
害
は
、い
つ
ど
こ
で

誰
の
身
に
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
起
き
た
時
に
自
分
は

ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
、
想

像
力
を
持
っ
て
備
え
た
い
も
の
で

す
ね
。

私
は
昨
年
の
水
害
で
家
も
車
も

被
害
に
遭
い
、
水
の
怖
さ
と
大
切

さ
を
同
時
に
経
験
し
ま
し
た
。
飲

み
水
は
何
と
か
な
り
ま
し
た
が
、意

外
と
ト
イ
レ
に
大
量
の
水
が
必
要

な
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
水
道

料
値
上
げ
に
は
賛
否
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
安
心
安
全
の
た
め
に
な

る
な
ら
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
れ
ん
げ
49
歳
）

▼
昨
年
の
水
害
で
断
水
し
た
地
区

に
お
住
ま
い
の
人
は
、
水
の
大
切

さ
を
痛
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
安
心

安
全
な
水
を
安
定
供
給
で
き
る
よ

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
す
み
れ
86
歳
）

▼
白
い
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
の
姿
も
美

し
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
神
秘
的
な
姿
、

一
度
は
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
４
歳
の
子
ど
も
は
動
物
が
大
好

き
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
記
事
を
一
緒

に
読
み
ま
し
た
。
市
に
飛
来
し
た

こ
と
や
そ
の
生
態
な
ど
、
知
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
日
も
ま
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
お
話
読
ん
で
と
言
わ
れ
、
そ

れ
以
降
、一
緒
に
何
度
も
読
ん
で
い

ま
す
。（
が
く
す
ー
マ
マ
36
歳
）

▼
そ
の
名
は
有
名
で
す
が
、
実
際
に

見
る
機
会
は
そ
う
そ
う
な
い
コ
ウ

ノ
ト
リ
。
今
年
も
飛
来
し
て
く
れ

う
、
今
年
の
11
月
検
針
分
か
ら
水

道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
生
活

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
月
楽
し
み
に
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。
キ
リ
シ
マ
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
の
記
事
、
興
味
深
く
読
み
ま
し

た
。
20
年
近
く
前
の
話
で
す
が
、

垂
水
の
白
山
登
山
の
途
中
、
大
樹

の
下
で
見
つ
け
た
白
い
ギ
ン
リ
ョ

ウ
ソ
ウ
は
、白
銀
色
の
し
っ
と
り
と

し
た
光
沢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

キ
リ
シ
マ
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
ピ

ン
ク
色
な
の
で
す
ね
。
き
れ
い
で

夢
見
る
よ
う
な
写
真
、
あ
り
が
と

た
ら
と
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
霧
島
い
わ
が
き
が
お
い

し
そ
う
で
し
た
。
福
山
で
養
殖
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
今
回
知
り
ま
し

た
。食
べ
て
み
た
い
も
の
で
す
。（
ペ

コ
ち
ゃ
ん
65
歳
）

▼
6
月
号
表
紙
の
お
い
し
そ
う
な

霧
島
い
わ
が
き
に
反
響
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
か
ら
旬
の
岩
ガ
キ
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
お
便
り

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

絵手紙を募集しています。住所、氏名、電話番号を明記して
秘書広報課まで郵送ください。

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、市ホームページからお送り
ください。

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Letter

2026.7

佐藤 賢一
明智光秀らに追われる身となった
信長の盟友・徳川家康を襲う数々
の危難。襲撃者は甲賀者か。彼ら
を雇うのは光秀なのか。実力派作
家が「戦国時代最大の謎」に迫る。

山口 恵以子
伝説の管理栄養士、昼間明子。
全国の小学校を巡って、ご当地
の食材を使った給食を考えます。
問題を抱える子どもたちに「給食」
を通して向き合っていく連続短編。

たしろ ちさと
ぼくの大事なカブトムシが、虫か
ごから逃げちゃった。家の中に
いるはずなのに、ぜんぜん見つ
からない。その日の夜、寝ていた
らカサコソ、ブウウーンと音がして。

新 刊 紹 介

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（55）０１２２
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（76）2714
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
ほるとの森おはなし会 ７月25日（土）、８月８日（土）14：30 ～ 15：00

国分図書館
幼児と小学生のための
おはなしの部屋（りんごの木） ８月１日（土) 10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・
えほんのへや（りんごの木） ８月３日（月) 10：30 ～ 11：30

おはなしの部屋 ７月19日（日) 11：00 ～ 11：30［幼児・小学生］
８月９日（日) 11：00 ～ 11：30［幼児］ 隼人図書館

読み聞かせの時間 毎週水曜 11：00 ～ 11：20［幼児］ 横川図書室
おはなし広場 ８月４日（火） 11：00 ～ 11：30［幼児以上］　 福山図書室

なつかしの映画を観る会
８月

日 作　品　名　な　ど
6日 鎌倉殿の13人 総集編２ 2022年・135分
13日 はだしのゲン（アニメ版） 1983年・ 90分
20日 スニッファー 嗅覚捜査官２ 2017年・ 88分
27日 キング・ソロモン 1937年・ 80分

◦�時間＝毎週木曜、午後１時30分から（開場＝午後１時）
◦�場所＝メディアセンター鑑賞室（無料、予約不要）
◦�定員＝20人（入場制限あり）
�問＝メディアセンター  ☎（64）0919

末吉 謙佑・木村 元成
自分と家族のために、今すぐ始め
られる実践的なデジタル終活ガイ
ド。もしもの時に慌てないために、
デジタル遺品の探し方から整理・
管理・引き継ぎ方を具体的に解説。

日
本
一
わ
か
り
や
す
い

「
デ
ジ
タ
ル
終
活
・
遺
品
の

探
し
方
」実
践
ガ
イ
ド

家
康
と
七
人
の
忍
び

給
食
の
お
ば
ち
ゃ
ん

か
ぶ
と
む
し
が
に
げ
た
！

国分図書
館

�問＝国分図書館  ☎（64）0918、メディアセンター  ☎（64）0919

夏まつり開催に伴う開館時間の変更
霧島国分夏まつりの２日間は、開館時間を変更します。

�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

隼人図書館
開館日時変更のお知らせ
夏休み期間中（７月18日～８月31日）は
開館時間を変更し、月曜も開館します。

◦平日=午前９時～午後７時
◦�土日・祝日=午前９時～午後

５時

�問＝霧島図書室  ☎（57）0316

霧島図書室
休室のお知らせ
蔵書点検のため、次の期間図書室
を利用できません。

◦期間=８月５日(水)～７日(金)
※�休室中の予約図書の受け取り

や返却は、貸し出しロッカー・
返却ポストをご利用ください。

◦期日=７月18日（土）・19日（日）
◦�開館時間	 ◦�国分図書館／午前９時30分～午後３時
	 ◦メディアセンター／午前９時～午後３時
※�閉館後の予約図書の受け取りや返却は、貸し出しロッカー・返却ポストを

利用ください。

夏休み特別行事
①昆虫採集教室
◦�日時＝７月23日（木）午前10時～正午
◦�場所＝上野原縄文の森
②植物採集教室
◦�日時＝７月24日（金）午前９時30分

～11時30分
◦�場所＝桷

か く い だ

志田多目的広場
③植物標本作り教室
◦�日時＝７月24日（金）午後１時～２時

◦�場所＝国分公民館美術室

④植物名付け会
◦�日時＝８月19日（水）午後１時30分

～４時
◦�場所＝国分公民館大会議室

【共通事項】
◦申込方法＝直接か電話
※�①②③は予約のみ。④は定員に満たな

い場合、当日も受け付けます。

「子どもといっしょに読書の日」に、シールを集めよう
市内の図書館（室）では、毎月23日の「子どもといっしょに読書の日」に、小

学生以下の子どもは10冊まで本を借りられます。
７月から、この日に本を１冊以上借りると、子どもにシールを１枚差し上げ

ます。図書館（室）で配布する専用カードにシール10枚を集めると、しおりな
どを差し上げます。ぜひ、ご参加ください。
◦対象＝小学生以下の子ども　◦シール配布場所＝各図書館（室）
１日１枚まで（同日に複数館室を利用した場合でも、各館室で１枚ずつ受け取れます。）
※23日が休館（室）の場合は、前開館日の実施。
�問・�申＝国分図書館  ☎（64）0918
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The gatew
ay to local history

霧
島
は
江
戸
時
代
の
紀
行
文
に
も
登
場
す

る
由
緒
あ
る
温
泉
地
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
坂
本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
が
訪
れ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
霧
島

の
温
泉
は
近
代
以
降
、
ど
の
よ
う
に
し
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
日
本
鉱
泉
誌
』が
物
語
る
霧
島
の
姿

明
治
19（
１
８
８
６
）年
２
月
に
内
務
省
衛

生
局
は
、
日
本
初
の
組
織
的
で
全
国
的
な
鉱

泉（
温
泉
）
調
査
報
告
書
で
あ
る『
日
本
鉱
泉

誌
』を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
国
民
の
保
健
衛
生
向

上
を
目
指
す
衛
生
行
政
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
明
治
14（
１
８
８
１
）
年
の
ド
イ
ツ
鉱
泉
博

覧
会
出
品
を
き
っ
か
け
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
の
温
泉
の
効
能
を
、
科
学
的
な
知
見
か

ら
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
所
在
地
や
泉
質
、
湧
出
量
と
い
っ
た
基

本
デ
ー
タ
に
加
え
、
利
用
状
況
や
医
学
的
効

能
が
幅
広
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
と
温
泉

大
正
時
代
に
入
り
、
現
在
の
吉き

っ

都と

線
が

全
通
。
さ
ら
に
昭
和
５（
１
９
３
０
）
年
に
霧

島
神
宮
駅
が
開
業
す
る
と
、
湯
治
客
に
加
え
、

霧
島
山
へ
の
登
山
や
霧
島
神
宮
へ
の
参
拝
を

目
的
と
す
る
観
光
客
が
急
増
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
硫
黄
谷
周
辺
で
の
宿
泊
や
観
光

地
と
し
て
の
整
備
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昭
和
９（
１
９
３
４
）
年
に
霧

島
が
日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
と
、

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
が
一
気
に
上
昇
し

ま
し
た
。
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
に
日
豊
本

線
経
由
の
門
司
―
鹿
児
島
間
の
急
行
列
車
が

運
行
を
開
始
す
る
と
、
関
東
・
関
西
・
九
州
か

ら
多
く
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
坂
本
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
塩し

お

浸ひ
た
し

温
泉
は
、
明
治
末
期
に
開
業
し

た
嘉
例
川
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
で
発
展
し
ま
し
た
。
徒
歩
や
輿こ

し

、
馬
、

そ
し
て
昭
和
初
期
に
は
自
動
車
で
の
往
来
が

可
能
と
な
り
、
日
用
品
も
手
に
入
る
便
利
な

場
所
と
し
て
、
観
光
客
だ
け
で
な
く「
療
養
」

や「
非
日
常
」を
求
め
る
湯
治
客
に
根
強
く
愛

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
霧
島
の
温
泉

近
代
以
降
の
霧
島
は
、「
湯
治
・
療
養
」の
拠

点
と
し
て
の
基
盤
の
上
に
、
鉄
道
網
の
整
備

と「
国
立
公
園
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
加
わ
る

こ
と
で
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ

へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
交
通
手
段
が
変
わ
り
、
訪

れ
る
目
的
が「
湯
治
・
療
養
」か
ら「
登
山
・
観

光
」
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
泉
質
の
良

さ
と
旅
の
多
様
な
目
的
に
応
え
る
懐
の
深
さ

で
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
霧
島
の
温
泉
。
先

人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
霧
島
の
温
泉
は
、

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
魅
力
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

（
文
責
＝
坂
元
）

霧
島
の
温
泉
近
代
史

『日本鉱泉誌』の脱字を一部補い、旧字体は新字体に改めたもの。浴客数不明の温泉は省略した。

明
治
時
代
の
入
浴
客
数

『
日
本
鉱
泉
誌
』で
は
、
本
市
の
温
泉
の
入

浴
客
数
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す（
別
表
）。
今

で
は
想
像
し
難
い
で
す
が
、
福
山
町
の
宮
浦

宮
近
く
に
は
二
つ
の
温
泉
が
あ
り
、
合
わ
せ

て
年
間
約
11
万
６
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
霧

島
の
温
泉
全
体
で
見
る
と
、
年
間

約
25
万
人
も
の
利
用
者
が
い
た
と

さ
れ
、
当
時
の
他
地
域
の
年
間
平

均
入
浴
客
数
を
見
る
と
、
下
呂
温

泉（
岐
阜
県
）は
年
間
平
均
約
千
人
、

草
津
温
泉（
群
馬
県
）は
約
２
万
４

千
人
、
別
府
八
湯（
大
分
県
）は
約

４
万
３
千
人（
別
府
温
泉
の
み
だ

と
約
１
万
人
）
と
あ
り
、
こ
れ
ら

と
比
較
し
て
も
、
当
時
の
霧
島
が

全
国
有
数
の
温
泉
地
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

調
査
が
行
わ
れ
た
明
治
12（
１

８
７
９
）
年
・
13（
１
８
８
０
）
年

に
新
た
に
発
見
、
整
備
さ
れ
た
温

泉
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
鹿
児

島
市
と
宮
崎
方
面
を
行
き
来
す
る

人
々
の
主
要
な
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
客
数
の
多

い
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『日本鉱泉誌』に記載されている霧島市関係の鉱泉(温泉)一覧
掲載名 現在の名称 旧地名 年間浴客 備　考

福山宮ノ脇 - 曽於郡福山浦町字宮ノ脇 69,250 現存せず・宮浦宮鳥居脇
福山宮ノ下 - 曽於郡福山浦町字宮ノ下 46,815 現存せず・宮浦宮社前

硫黄谷 硫黄谷 桑原郡下中津川村字硫黄谷 40,627 
塩浸 塩浸 桑原郡宿窪田村字塩浸 27,846 
敷根 - 曽於郡麓村字濱田 15,975 現存せず

新湯東 妙見 桑原郡宿窪田村字新湯 12,865 新湯西 桑原郡嘉例川村字四十田
木之房 日当山 曽於郡内村字木之房 9,000 
安楽 安楽 桑原郡宿窪田村字安楽 7,697 
関平 関平 桑原郡三体堂村字関平 3,710 
栗川 栗川 桑原郡中津川村字栗川 3,413 

山ノ湯 山の湯 桑原郡嘉例川村字小牧原山 3,111 
鉾投 鉾投 桑原郡三体堂村字鉾投 2,968 

明
みょう

礬
ば ん

山 明礬 桑原郡下中津川村字硫黄谷 2,856 
栄之尾 栄之尾 桑原郡下中津川村字栄之尾 2,741 
平落 平落 桑原郡宿窪田村字平落 1,943 

大良谷 太良 桑原郡万膳村字大良谷 1,260 
殿湯 殿湯 桑原郡中津川村字殿湯 368 

◎人口／ 122,128人（- 97）  ◎世帯数／ 63,720世帯（- 9）
・男性／59,462人（-50）・女性／62,666人（-47）・出生63人・死亡112人・転入271人・転出316人	 （令和８年６月１日現在）

奥
が
深
い
田
植
え

私
の
家
の
田
植
え
は
、
妻
の

実
家
の
吉
松
で
育
て
て
も
ら
っ

た
苗
箱
を
運
ん
で
く
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
も
鹿

兒
島
神
宮
御
田
植
祭
の
前
日
に
、

無
事
に
田
植
え
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
歩
行
か
ら
乗
用
の

田
植
え
機
に
な
っ
て
以
来
、
私

の
役
目
は
も
っ
ぱ
ら
苗
箱
運
び

と
植
え
継
ぎ
。
小
学
生
の
時
か

ら
の
仕
事
を
、
父
に
返
上
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
か
ら

は
、
苗
箱
運
び
が
一
段
落
し
た

時
点
で
、
私
も
機
械
に
乗
っ
て

植
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
乗
用
の
機
械
で
植
え
る
時

は
、
外
周
の
２
周
分
を
後
に
し

て
先
に
内
側
か
ら
植
え
る
方
が
、

植
え
継
ぎ
も
少
な
く
て
済
み
、

き
れ
い
に
植
え
ら
れ
る
」
と
近

く
で
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
る
先

輩
が
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
学

ん
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
早
速
ト
ラ
イ
。
た
だ
、
言

う
は
易
し
行
う
は
難
し
、
雨
は

上
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
強

風
で
植
え
る
目
印
の
ラ
イ
ン
も

見
え
に
く
く
、
曲
が
っ
た
感
じ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

無
事
に
田
植
え
も
終
わ
り
、

夜
は
家
族
で
※

さ
の
ぼ
り
。
今

年
は
災
害
も
な
く
無
事
に
収
穫

で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

※
田
植
え
後
の
慰
労
会
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

ED
IT

O
R

'S

薄暮（隼人町小浜）
６月21日  午後７時31分

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

梅雨の少ない晴れ間の度に、いろいろ
な田んぼへ撮影に。田んぼを潤す、勢
いのある水流や、辺りに響くカエルの
声をしみじみと感じ、心が洗われるよ
うな感覚になりました。朝焼けの田ん
ぼは透き通る青が爽やかさを、夕暮れ
の田んぼは柔らかい赤が少しだけ寂し
さを感じさせます。撮影している時の
気持ちが、皆さんにも伝わるような写真
を撮りたいと思う今日この頃です（東）

【撮影データ】

デジタルカメラ  レンズ10 ～ 18mm・F4.5-
5.6  1/20秒　F5.6　ISO250

↑アプリのダウンロードは
こちらから。フィーチャー
フォンは通知機能のみ利用
できます

きりしま防災・
行政ナビ

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Ｘ

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

市の公式エックス。フォロー
をすると市からの新着情報が
届きます。

アプリのアイコン

Android

Lifevision Lifevision

iOS

7PRESENTS

今年もわが家では、梅漬け作業を梅雨入り前に行いました。天日
干しできる梅雨明けが待ち遠しいです。家庭菜園ではキュウリ

やミニトマトが勢いよく実りすぎて、ビールのつまみにしようと植えた
枝豆が遠慮気味。どなたか家庭菜園のこつを教えてください（徳重）

竹子っ好
こう

調
ちょう

会
かい

」の取材のため、早朝の竹子へ。写真撮影を終え帰
ろうとした矢先、タイヤがパンク。竹子っ好調会のメンバーの

方が「この時間なら、すぐ近くのガソリンスタンドで修理できるよ」と優
しく声をかけてくれた行動に、私の心は本当に救われました（久木野）

拙い私のインタビューにも、ひたすら真意を拾おうとしてくれる保護
司の皆さんに何度も救われた今回の特集。なんでも受け止める

よと感じさせる、この姿勢を身に付けたいと強く思いました。取材より
たわいない話に花が咲く、温かい人たちがこのまちの保護司です（東）

ブルーベリー畑の取材日は朝から雨。写真どうしようと思いながら
溝辺に向かうと、だんだん明るくなり、着くと奇跡的に晴れ間が

見え、晴れ女の中塚さんに感謝でした。わが家のブルーベリーは植えて
15年ですが少しも成長しません。今度肥料をあげてみようかな（濵田）

◎�秘書広報課にお便りをくださった方の中から抽選で、溝辺町観光農園果樹部会より「ブドウ」か
「ナシ」を５人にプレゼント。応募締め切りは７月21日（火）必着です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

溝辺町では、ブドウやナシの栽培が盛んに行われています。例年８月上旬から観光農
園もオープンし、ブドウ狩りなども楽しむことができますので、ぜひお出かけください。
各農園の開園時期や取り扱い品種などの詳細については、市ホーム
ページに掲載していますので、詳しくは各農園へ直接お問い合わせく
ださい。

溝辺町観光農園果樹部会

溝辺町観光農園果樹部会より
「ブドウ」か「ナシ」を５人にプレゼント

市ホームページ
はこちら ※写真はイメージです。

※ブドウとナシはお選びいただけませんのでご了承ください。

た か ぜ
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宮内小学校

ローソン

JR隼人駅

471

471

ファミリーファミリー
マートマート
ファミリー
マート

神宮から
300m

隼人工業高校

隼人市民サービス
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1,324,000円～
墓誌、供物台別売

1,476,500円～
墓誌、供物台別売

1,376,500円～
墓誌、供物台別売

1,736,500円～ 1,836,500円～
墓誌、供物台別売 墓誌、供物台別売

2，407，000円～
墓誌、供物台、灯篭別売 墓誌、供物台、灯篭別売

4,091,500円～

憩Ⅱ 霧島モダンⅡ

1,324,000円～
墓誌、供物台別売

霧島 霧島モダン

創作 新想モダンⅡ 縁モダン 朝日1300

ご遺骨は永代に
保管されます。

家系を継ぐものがいない。

将来、お墓のことで子供に負
担を掛けたくない。

お墓の管理ができない方。

お花の交換、日々のおつとめ
は当霊園が致します。

故人のお名前を石に刻む事に
より『生きた証』を残します。

家系を継ぐものがいない。

担を掛けたくない。

お墓の管理ができない方。

お花の交換、日々のおつとめ
は当霊園が致します。

故人のお名前を石に刻む事に
より『生きた証』を残します。

家系を継ぐものがいない。

将来、お墓のことで子供に負
担を掛けたくない。

お墓の管理ができない方。

お花の交換、日々のおつとめ
は当霊園が致します。

故人のお名前を石に刻む事に
より『生きた証』を残します。

家系を継ぐものがいない。

将来、お墓のことで子供に負
担を掛けたくない。

お墓の管理ができない方。

お花の交換、日々のおつとめ
は当霊園が致します。

故人のお名前を石に刻む事に
より『生きた証』を残します。

●

●

●

●

●

改葬（お墓の引越し）の事や色々な
手続きの事、何でもお聞きください。
改葬（お墓の引越し）の事や色々な
手続きの事、何でもお聞きください。
改葬（お墓の引越し）の事や色々な
手続きの事、何でもお聞きください。
改葬（お墓の引越し）の事や色々な
手続きの事、何でもお聞きください。

お墓の維持、管理でお悩みの方

神徒の方も安心下さい。宗旨、宗派は問いません。神徒の方も安心下さい。宗旨、宗派は問いません。神徒の方も安心下さい。宗旨、宗派は問いません。

管理でお悩みの方

永代供養墓永代供養墓永代供養墓 御契約の半数は生前で購入されています。御契約の半数は生前で購入されています。す。すすで 入されてい約の半数は生前で購入されてい御契約の半数は生前で購入されています。

生前購入ができます生前購入ができます生前購入ができます 永
代
維
持
管
理
型
霊
園

購入後の管理費用は掛かりません。購入後の管理費用は掛かりません。購入後の管理費用は掛かりません。

悠久乃丘霧島霊園
〒899-5106 鹿児島県霧島市隼人町内山田1738番地37

TEL0995-57-5001 
FAX0995-57-50000120-66-5001

許可番号／環第393号

共に癒やされる共に癒やされる　ご先祖様との語らいの場ご先祖様との語らいの場共に癒やされる ご先祖様との語らいの場
管理・環境・設備の整った美しい墓地を見学されませんか？

大型駐車場完備・全区画バリアフリー大型駐車場完備・全区画バリアフリー大型駐車場完備・全区画バリアフリー

年に５回の合同供養付きでで195，000円～195，000円～
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